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研究成果の概要： 
 災害を引き起こすような自然現象を科学教育・防災教育を目的にコンパクトに再現できる装

置をまとめた手で持ち運べるハンディータイプの科学館と車 1 台で運べるポータブル科学館を

開発した。このなかには雪崩、落石、地盤液状化現象、固有振動によるビルの倒壊、台風、突

風などが含まれる。これらを用いた実践例は合計で数百件を越える。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
１７年度 900,000 0 900,000 

１８年度 800,000 0 800,000 

１９年度 800,000 240,000 1,040,000 

２０年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

  年度    

総 計 3,500,000 540,000 4,040,000 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育、教育工学・科学教育 
キーワード：自然災害・科学教育・科学館・液状化現象・雪崩 
 
１．研究開始当初の背景 
 人間のスケールと比べ、はるかに規模の大
きい非日常的な自然現象、とくに変形・破
壊・流動など、激しい動きを伴う自然現象は、
それを観察するものの感性に強い刺激を与
える。このような現象が社会との接点で発生
すると、大災害となるのたが、現象自体に着
目すると、安全を確保された観察者にとって、
これほど興味深いものはない。それは、多く
の自然現象の中で、災害と結びつく可能性の
ある自然現象ほど、身近な存在であり、感性
に強い刺激を与える素材といえるからであ
る。その意味で、自然災害現象は他の自然現
象と比べ科学教育の素材として有利な点を
もっている。 

 
２．研究の目的 
本研究は、一般に理科離れが問題視されて

いる青少年に限らず、専門分野の研究者を含
め、コミュニケーションが可能なすべての人
を対象に、地震に伴う地盤の液状化現象、建
物の震動現象、雪崩・土石流・火砕流等、各
種なだれ現象、その他、様々な自然災害現象
を素材として、文字や言葉に頼らず感性に働
きかけるような、いつでも、どこでも、何度
でも再現可能な、安価で簡便な極小サイズの
ハンディー科学館およびいたるところ移動
可能なポータブル科学館の開発を目的とす
る。 
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３．研究の方法 
 身近な素材を利用し、自然災害を再現する
ミニチュアサイズの装置を車一台にまとめ
られるポータブルサイズとバッグひとつに
まとめられるハンディーサイズにわけて開
発するとともに、実践を通してもっとも分か
りやすく、使いやすいセットを開発する。ま
たそれぞれのミニチュア現象に対する実現
賞との相似を確立する。 
 
４．研究成果 
 雪崩現象、液状化現象、突風現象、落石現
象、固有振動とそれによるビルの倒壊現象、
制震、台風などのミニチュアセットを完成す
るとともに、それを用いた実践が合計で数百
回以上に及んだ。実践先は学校、科学館、科
学イベント、防災イベントのほか不特定多数
の人が集まるショッピングセンター等から
の出演要請も多数含まれる。 
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